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八
一
年
)
の
序
論
の
中
で
も
、
中
園
都
市
へ
の
言
及
が
な
い
。

(

4

)

オ
ッ
ト
l
・
プ

ル
ン

ナ
1

ハ
成
瀬
治

・
卒
城
照
介
ほ
か

共
誇
〉
『
ヨ
1

ロ
ッ
パ
ー
ー
そ
の
歴
史
と
精
神
|
|
』
(
岩
波
書
庖
、
昭
和
四
九
年
〉
。
所
牧

論
文
の
う
ち
酒
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
と
ロ
シ
ア
の
市
民
」
は
、
そ
の
前

一
章
の
沼
、

「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
史
に
お
け
る
都
市
と
市
民
」
と
共
に
多
く
の
示
唆

を
輿
え
る
。

(
5〉
伊
原
弘
「
江
南
に
お
け
る
都
市
形
態
の
袋
蓬
|

|
宋
卒
江
図
解
析
作
業

|
|
」

(
宋
代
史
研
究
報
告
第
一
集
『
宋
代
の
杜
舎
と
文
化
』
昭
和
五
八
年
〉
。

(
6
)
r
s
E加
の
巾
『ロ
2
H
b
R
σ
hq
，伐

を
の
玄
2
1
0司
H
V
間
同
d
向。
¥
H
F司

ミ
S
向
。
目

i
y
d
b
h凡

S
H
N
8
1】
凶
吋
少

ω円白
ロ『
O
『L
Cロ宮
市
『∞
-
q
H
J巾回目
・
呂
田

N・

(

7

)

ア
ン
ド
リ

ュ
l
・
ボ
イ
ド
、
田
中
淡
均
一
辞
『
中
園
の
建
築
と
都
市
』
(
鹿

島
出
版
舎
、
昭
和
五
四
年
)
。

(8
)

森
鹿
一
一
一
『
東
洋
築
研
究
|

|
歴
史
地
理
篇
』
所
牧
(
東
洋
史
研
究
舎
、

昭
和
四
五
年
)
。

(
9
)

斯
波
義
信

「
漸
江
湖
州
に
お
け
る
定
住
の
沿
革
」
(『
中
園
哲
翠
史
の
展

撃
と
模
索
』
一
九
七
六
年
)
。一

九
八
四
年
三
月

京
都
大
祭
人
文
科
察
研
究
所

B
五
版
五
一
入
頁

渡
部
忠
世
・
棲
井
由
弼
雄
編

中
国
江
南
の
稲
作
文
化
ー
ー
そ
の
学
際
的
研
究
||

足

啓

立

本
書
は
、

一
九
七
九
年
七
月
、

京
都
大
祭
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た

「
江
南
デ

ル
タ

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
け
る
討
論
の
記
録
で
あ
る
。

ま
え
が
き
に
よ
る
と
、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
デ
ル
タ
の
比
較

研
究
を
行
っ
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
呼
び
か
け
に

よ
っ
て
関
か
れ
た
。
長
江
下
流
域
の
農
耕
方
式
・
水
利
開
設
等
に
つ

い
て
の
幾

つ
か
の

テ
l
マ
を
た
て
、
ま
ず
中
園
史
研
究
者
が
概
括
的
報
告
を
行
い
、
こ
れ

に
封
し
、
生
態
皐

・
作
物
回
目了
地
理
摩
・
気
象
皐
等
の
研
究
者
が
、
専
門
の
立

場
か
ら
批
剣
的
な
論
黙
を
提
示
し
、
こ
れ
ら
を
受
け
て
討
論
が
進
め
ら
れ
る
。

あ
る
種
の
阿
倍
際
的
討
論
に
あ
り
勝
ち
の
、
土
蓋
に
つ
い
て
の
考
察
を
抜
き
に
し

た
文
化
比
較
と
は
異
り
、
農
耕
方
式
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
具
瞳
的
な
検
歪
が

積
み
重
ね
ら
れ
る
。
こ
の
討
論
の
進
め
方
は
、
東
南
ア
ジ
ア
を
専
門
と
す
る
フ

ィ
ー
ル
ド
系
研
究
者
が
、
問
題
の
焦
黙
と
な
る
漢
籍
を
事
前
に
讃
ん
で
濁
自
の

見
解
を
準
備
さ
れ
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
参
加
者
の
積
極
的
姿
勢
と
相
侠
っ

て
、

中
園
史
で
は
除
り
例
の
な
い
、
こ
の
康
範
な
分
野
の
研
究
者
に
よ
る
皐
際
的
討

論
を
、
質
り
多
い
も
の
と
し
て
い
る
。
討
論
で
確
認
さ
れ
た
成
果
は
も
と
よ
り
、

討
論
の
過
程
で
フ
ィ
ー
ル
ド
系
研
究
者
か
ら
出
さ
れ
た
多
く
の
示
唆
に
富
ん
だ

論
貼
も
、
今
後
の
中
園
杜
曾
経
済
史
研
究
の
設
展
に
、
少
な
か
ら
ぬ
役
割
り
を

果
た
す
も
の
と
な
ろ
う
。

本
書
は
次
の
六
一
軍
よ
り
成
る
。

第
一
章
火
耕
水
縛
を
め
ぐ
っ
て

第
二
一軍

宋

・
元
代
の
坪
田

・
園
田
を
め
ぐ
っ
て

第
三
牽
占
城
稲
を
め
ぐ
っ
て

第
四
-
掌
明

・
清
時
代
の
分
好
を
め
ぐ
っ

て

第

五

章

商

品
作
物
の
展
開

終

章

江

南

農

業

と

日

本

ま
ず
、
章
を
追
っ
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
た
だ
多
数
の
参
加
者
に
よ
る
シ

nu 。。
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ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
元
来
の
性
格
上
、
論
黙
は
多
岐
に
わ
た
り
、
か
つ
錯
綜
し

て
い
る
た
め
、
論
旨
を
網
羅
的
に
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
断
念
し
、
中
園
史
研
究

者
と
フ
ィ
ー
ル
ド
系
研
究
者
饗
方
の
基
調
報
告
の
論
黙
を
軸
に
整
理
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
江
南
稲
作
と
の
比
較
で
日
本
の
稲
作
溌
展
過
程
が
論
じ

ら
れ
る
移
章
は
、
こ
こ
で
は
省
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

第
一
一
軍
で
は
、
ま
ず
西
嶋
定
生
氏
が
、
火
耕
水
線
と
は
直
播
き

・
休
閑
の
水

稲
作
で
、
『
周
躍
』
鄭
玄
注
・
『
湾
民
要
術
』
等
を
通
じ
て
、
こ
の
基
調
は

一
貫

し
て
お
り
、
『
E
白
書
』
食
貨
士
山
の
杜
預
の
上
疏
か
ら
み
て
も
、
嘗
時
の
代
表
的

な
稲
作
技
術
で
あ
っ
た
と
い
う
、
氏
の
所
設
を
展
開
さ
れ
る
。
こ
れ
に
射
し
、

農
業
立
地
皐
の
福
井
捷
朗
氏
が
、
低
潟
地
に
お
け
る
粗
放
で
自
給
的
な
水
稲
作

は
似
通
っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
、
火
耕
水
縛
に
比
定
す
べ
き
も

の
と
し
て
、
サ
ラ
ワ
ク
低
濃
地
の
稲
作
技
術
を
紹
介
さ
れ
る
。
陸
稲
焼
畑
の
水

田
へ
の
遁
穫
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
そ
の
農
法
は
、
大
詑
に
よ
る
除
草
の
み
で
耕

起
を
依
き
、
ア
ナ
マ
キ
も
し
く
は
ア
ナ
ウ
エ
を
行
い
、
地
力
再
生
産
と
除
草
の

見
地
か
ら
休
閑
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
比
定
を
基
礎
に
福
井
氏
は
、
『
璃
円

民
要
術
』
の
水
稲
作
は
、
低
濃
地
を
劉
象
に
し
た
も
の
で
な
く
、
ま
た
厳
重
な

水
の
管
理
を
要
す
る
湛
水
直
播
き
を
行
い
、
牛
耕
に
よ
る
整
地
を
前
提
に
す
る

な
ど
の
熱
か
ら
み
て
、
自
然
冠
水
・
無
耕
起

・ア
ナ
ウ
エ
と
み
ら
れ
る
火
耕
水

縛
と
は
別
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
討
論
は
必
ず
し
も
意
見
の
一
致
を
み
て

い
な
い
。
し
か
し
、
耕
起
・
潅
獄
方
式
に
関
す
る
福
井
氏
の
論
黙
の
幾
っ
か
を

西
嶋
氏
も
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
曲
旋
風
平
者
の
意
見
は
、
お
お
む
ね
合
理
的

で
あ
る
。
本
章
の
テ
l
マ
設
定
方
法
そ
の
も
の
が
自
明
の
こ
と
と
し
て
い
る

「
火
耕
水
揚
は
低
濃
地
農
法
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
に
は
、
大
い
に
疑
問
が
あ

る
が
、
第
二
一
章
・
第
三
章
の
討
論
に
照
し
て
み
て
も
、
阪
港
瓶
に
よ
る
支
谷
部

の
水
稲
作
と
、
デ
ル
タ
や
山
麓
部
の
水
稲
作
が
、
異
っ
た
設
展
の
道
筋
を
た
ど

っ
て
来
た
こ
と
、
先
進
的
で
あ
り
従
っ
て
規
定
的
な
水
稲
作
技
術
は
阪
渚
滅
下

の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
信
紹
制
度
の
高
い
仮
設
で
あ
る
。
漢
l
六
朝
期
の
社

曾
構
成
を
解
明
す
る
た
め
の
農
業
史
研
究
に
必
要
な
の
は
、
も
は
や
火
耕
水
縛

の
注
に
疏
を
重
ね
る
こ
と
で
は
な
く
、
米
国
賢
衣
郎
氏
も
討
論
で
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
阪
渠
潜
瓶
下
の
進
ん
だ
地
域
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
、

「文
献
を

と
お
し
て
み
た
後
漢
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
の
農
業
技
術
」
そ
の
も
の
を
解
明

す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
本
章
に
お
い
て
農
象
者
か
ら
示
さ
れ
た
、
初

期
水
稲
作
に
お
け
る
諸
技
術
の
相
互
関
連

・
僅
系
は
、
分
析
の
手
掛
り
と
し
て

大
い
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
天
野
氏
が
言
わ
れ
る
考
古
皐
上
の
成
果
も
、

耕
地
の
存
在
形
態
・
潜
排
水
の
機
構

・
農
具
・
品
種
等
に
つ
い
て
、
多
く
の
具

盤
的
な
素
材
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
章
で
は
、
宋
代
の
坪
田
・
閤
回
の
存
在
形
態
か
ら
、
宋
代
江
南
の
稲
作

が
論
じ
ら
れ
る
。
東
洋
史
の
側
か
ら
は
、
川
勝
守
氏
に
よ
っ
て
、
園
家
の
築
造

し
た
堅
固
な
堤
防
に
圏
ま
れ
、
水
路
や
道
路
に
よ
っ
て
規
則
的
に
区
分
さ
れ
た

耕
地
を
持
つ
、

E
大
で
整
っ
た
江
東
の
坪
図
像
が
報
告
さ
れ
る
。
更
に
、
こ
の

坪
田
は
宋
代
を
通
じ
て
安
定
的
に
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
新
西
に
お
い
て

も
、
北
宋
期
に
私
的
に
作
ら
れ
た
託
行
田
・
園
田
が
、
南
宋
期
に
は
園
家
権
力
の

介
入
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
坪
田
・

園
田
の
造
成
に
よ
っ
て
乾

固
化
が
進
み
、
二
毛
作
展
開
の
基
礎
と
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
主
張
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
見
解
に
劉
し
、
地
形
風
干
の
高
谷
好
一
氏
は
、
ま
ず
長
江
下
流
地
域

を
、
団
地

・
卒
地

・
砂
丘
地
幣
(
徽
高
地
)
・

蓋
地
・
氾
濫
原
・
支
谷
等
に
区

分
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
こ
の
匿
分
を
も
と
に
、
支
谷
の
破
滋
淑
地

帯
、
江
東
氾
濫
原
の
好
田
地
帯
、
掘
削
西
凹
地
の
園
田
地
帯
を
特
徴
づ
け
、
江
東

野
田
地
帯
に
つ
い
て
み
る
と
、
天
目
山
系
の
出
水
を
受
け
る
氾
濫
原
に
巨
大
な

構
造
物
を
作
る
こ
と
は
水
文
的
に
あ
り
得
ず
、
坪
岸
と
は
自
然
堤
防
を
少
し
改

-131ー
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修
し
た
程
度
の
も
の
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
初
歩
的
な
堤
防
さ
え
、
出
水
に
備
え

て
上
流
に
面
し
た
部
分
だ
け
が
整
え
ら
れ
、
下
流
部
に
向
つ

て
は
開
い
た
構
造

と
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
、

漢
籍
と
清
末
の
地
図
の
雨
面
か
ら
明
ら
か
に
さ

れ
る
。
ま
た
、
坪
内
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

E
大
な
激
水
地
が
あ
っ
た
こ
と

も
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
好
の
構
造
は
、
同
地
方
に
お
け
る
降
雨
と
排
水

燦
件
か
ら
も
必
然
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
潜
減
排
水
摩
の
海
田
能
宏
氏
等
に
よ

っ
て
裏
附
け
ら
れ
る
。
幅
削
西
の
園
田
に
つ
い
て
は
討
論
は
煮
つ
め
ら
れ
て
い
な

い
が
、
山
夜
間
筆
者
か
ら
は
、
所
西
凹
地
の
園
田
と
は
、
給
水

・
排
水
用
の
ク
リ
ー

ク
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
た
固
に
過
ぎ
ず
、
急
激
な
出
水
が
な
く
、
雨
季
と
乾
季

の
水
位
差
の
少
な
い
同
地
方
で
は
、
高
く
て
強
固
な
堤
防
は
意
味
が
な
い
と
主

張
さ
れ
る
。

本
章
に
お
い
て
な
さ
れ
た
支
谷

・
氾
滋
原

・
凹
地
等
の
地
域
区
分
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
農
業
傑
件
の
明
快
な
特
徴
づ
け
は
、
主
章
以
下
の
議
論
の
前
提

を
作
っ
た
だ
け
で
な
く
、
中
園
枇
舎
経
済
史
の
踏
ま
え
る
べ
き
共
通
の
足
場
を

作
っ
た
と
言
え
よ
う
。
様
々
な
史
料
が
、
今
後
、

一
先
ず
こ
れ
ら
の
匿
分
に
照

ら
し
た
上
で
、議
論
の
素
材
と
し
て
用
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
江
東
の
坪
田
に
関
す
る
限
り
、
そ
れ
が
自
然
堤
防
を
基
礎
と
し
た
、
未

耕
地
を
大
量
に
含
む
、
か
な
り
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
ほ
ぼ
共
通

の
認
識
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
荒
駿
の
危
険
を
は
ら
み
つ
つ
も
、
大
量
な
州
労

働
力
を
集
中
し
て
園
家
的
規
模
で
坪
田
が
造
成
さ
れ
た
こ
と
自
盤
、
そ
の
歴
史

的
な
意
義
は
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
と
か
く
通
念
さ
れ
て
き
た

よ
う
な
整
備
さ
れ
た
水
利
回
と
集
約
的
水
稲
作
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
修
正
さ
れ

た
こ
と
は
、
中
園
史
上
に
お
け
る
宋
代
の
位
置
を
考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
論

黙
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
章
で
は
、
宋
代
江
南
の
水
稲
作
の
設
展
水
準
と
い
う
前
章
で
の
論
争
黙

が
、
占
城
稲
の
品
種
的
な
許
債
を
軸
に
、
新
た
に
展
開
さ
れ
る
。
斯
波
義
信
氏

に
よ
る
占
城
稲
の
特
性
と
分
布
に
関
す
る
報
告
に
綴
き
、
作
物
製
の
渡
部
忠
世

氏
が
、
占
城
穏
と
は
、
感
光
性
の
弱
い
イ
ン
ド
種
(
イ
ン
デ
ィ
カ

・
ア
ウ
ス
)

に
属
す
る
一
つ
の
生
態
型
で
あ
り
、
水
田
平
に
耐
え
る
原
始
性
を
持
っ
た
H

つ
ま

ら
な
い
稲
H

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
よ
う
な
占
城
稲
が
江
南
東
西

路
の
入

l
九
割
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
、
宋
代
の
江
南
デ
ル
タ
の
多
く
は
、
耕

地
整
理
も
滋
獄
設
備
も
き
わ
め
て
不
備
な
地
域
で
あ
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
、

と
さ
れ
る
。
こ
の
設
は
、
江
南
デ
ル
タ
の
天
水
田
は
、
稲
作
を
支
え
る
ギ
リ
ギ

リ
の
雨
量
し
か
な
い
と
い
う
、
気
象
伺
筆
者
の
報
告
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
る
。

占
城
稲
が
主
要
に
栽
培
さ
れ
た
坪
団
地
帯
の
粗
放
性
に
つ
い
て
は
、
討
論
は

ほ
ぼ
結
論
を
み
た
と
言
っ
て
い
い
よ
う
で
あ
る
。
他
方
、
占
城
絡
が
本
格
的
に

は
展
開
し
な
か
っ
た
漸
西
デ

ル
タ
中
心
部
に
つ
い
て
は
、
中
園
史
か
ら
の
参
加

者
と
農
皐
者
の
見
解
は
相
嘗
に
隔
っ
て
い
る
。
長
江
下
流
の
開
愛
の
経
緯
に
つ

い
て
み
て
も
、
唐
代
以
前
は
支
谷
部
こ
そ
が
生
産
力
的
に
中
心
で
あ
り
、
上
供

米
の
供
給
源
で
あ
っ
た
と
い
う
黙
で
は
雨
者
は
一
致
し
な
が
ら
も
、
唐
代
か
ら

掘
削
西
の
卒
地
や
凹
地
の
開
設
が
進
み
、
宋
代
に
は
支
谷
部
と
の
生
産
力
的
な
逆

輔
が
起
き
る
と
い
う
斯
波
義
信
氏
ら
の
見
解
は
、
デ
ル
タ
は
依
然
と
し
て
粗
放

な
稲
作
で
あ
っ
た
と
す
る
渡
部
氏
ら
の
見
解
と
針
立
し
つ
つ
も
、
決
着
を
み
て

い
な
い
。
宋
代
長
江
デ
ル
タ
を
粗
放
な
農
業
地
稽
で
あ
る
と
す
る
フ
ィ

ー
ル
ド

系
研
究
者
逮
の
主
張
が
完
結
す
る
た
め
に
は
、
掘削西
凹
地
に
つ
い
て
の
本
格
的

検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
は
、
生
産
力
的
に
も
祉
舎
構
成
上
も
、
所

西
を
最
先
進
地
と
し
て
基
軸
に
据
え
て
き
た
宋
代
史
評
債
の
省
否
に
大
き
く
関

る
も
の
と
言
え
よ
う
。

宋
代
漸
西
の
生
産
力
水
準
に
関
す
る
こ
の
見
解
の
針
立
は
、
第
四
章
の
明
清

時
代
の
分
好
に
関
す
る
討
論
の
中
で
、
分
拝
の
動
機
に
つ
い
て
の
評
債
の
分
岐
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と
し
て
現
わ
れ
る
。
漬
島
敦
俊
民
は
、
概
要
以
下
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
る
。
明

代
中
期
以
前
、
江
南
の
坪
田
水
利
は
、
坪
内
の
田
土
の
う
ち
ク
リ
ー
ク
に
面
し

た
候
件
の
良
い
土
地
を
所
有
す
る
在
地
の
手
作
り
地
主
層
に
よ
っ
て
携
わ
れ
て

お
り
、
水
利
負
捲
は
、
田
頭
制
と
呼
ば
れ
る
、
ク
リ
ー
ク
に
面
し
た
土
地
の
所

有
者
が
坪
岸
修
築
の
責
任
を
負
う
鐙
制
を
と
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
明
代
中
期

以
降
、
手
作
り
地
主
の
波
落
と
と
も
に
水
利
の
荒
慶
が
生
じ
、
佃
戸
な
ど
の
小

農
中
心
の
村
落
で
は
大
好
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
園
家
の
介
入
に
よ

っ
て
好
の
分
割
が
行
わ
れ
る
。

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
全
て
の
耕
地
が
ク
リ
ー

ク
に
面
す
る
よ
う
に
坪
内
耕
地
が
再
編
成
さ
れ
、
水
利
の
労
役
負
鎗
も
、
耕
地

面
積
に
比
例
す
る
照
回
汲
役
制
に
移
行
す
る
、
と
。
こ
れ
に
射
し
、
港
紙
排
水

事
の
海
田
能
宏
氏
が
、
タ
イ
の
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
デ
ル
タ
に
お
け
る
運
河
形
成
史

を
紹
介
す
る
こ
と
を
一
通
じ
て
、
低
濃
地
の
開
設
の
道
筋
を
示
さ
れ
る
。
チ
ャ
オ

プ
ラ
ヤ
デ
ル
タ
で
は
、
水
路
は
首
初
、
港
紙
排
水
の
た
め
に
で
は
な
く
、
物
資

総
迭
の
た
め
の
運
河
と
し
て
現
わ
れ
、
行
く
た
め
の
運
河

・
住
む
た
め
の
土
堤

が
作
ら
れ
た
段
階
で
、
既
に
デ
ル
タ
全
慢
が
耕
地
化
さ
れ
る
。
運
河
が
農
回
水

利
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
の
は
、

一商
業
化
が
始
る
一
九
五

0
年
代
以
降
で
、
こ

の
段
階
で
は
じ
め
て
閤
堤
が
作
ら
れ
、
低
地
へ
の
個
別
的
瀦
排
水
と
、
肥
料
の

利
用
が
始
る
。
集
約
化
・
土
地
利
用
の
高
ま
り
こ
そ
が
、
排
水
路
形
成
を
目
的

と
す
る
分
坪
を
う
な
が
す
と
し
て
、
社
命
国
関
係
の
袋
ル
刊
を
分
野
の
動
機
と
み
な

す
漬
島
氏
と
封
立
し
て
い
る
。
な
お
森
田
明
氏
は
、
分
拝
の
動
機
を
、
海
図
氏

同
様
、
集
約
化
に
求
め
て
お
ら
れ
る
。

宋
代
に
は
既
に
、
二
毛
作
や
施
肥
が
可
能
な
ま
で
に
好
一
内
の
乾
固
化
・
集
約

化
が
進
ん
で
い
た
と
い
う
立
場
か
ら
す
る
と
、
分
坪
は
、
好
の
集
約
的
利
用
の

た
め
よ
り
も
、
社
合
同
的
候
件
の
出炭
化
に
そ
の
理
由
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
自

然
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
坪
の
集
約
化
を
分
好
の
動
機
と
み
な
す
農
皐
者

に
と
っ
て
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
宋
元
時
代
の
毎
回
の
粗
放
な
利
用
形
態
が
前

提
候
件
と
な
る
。
討
論
の
中
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
長
江
デ
ル
タ
と

チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
デ
ル
タ
の
聞
に
は
、
自
然
保
件
で
も
歴
史
的
候
件
で
も
、
大
き

な
相
違
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
総
践
に
明
中
期

の
手
作
り
地
主
は
明
末
以
降
に
比
べ
て
規
模
が
小
さ
い
」
(
一
八
二

l
三
頁
)

と
言
わ
れ
る
在
郷
手
作
り
地
主
が
、
佃
戸
な
ど
の
小
農
民
で
は
連
絡
で
き
に
く

い
ほ
ど
の
「
非
常
な
庚
域
に
わ
た
る
大
好
と
い
う
も
の
」
(
一
九
七
頁
〉
を
、
果

し
て
、
か
つ
て
自
律
的
に
管
理
し
得
て
い
た
の
か
な
ど
、
分
好
を
う
な
が
し
た

社
合
同
的
諸
関
係
の
努
化
と
い
わ
れ
る
も
の
を
、
充
分
に
理
解
し
得
な
い
私
に

は
、
隻
方
の
論
結
は
、
第
二
章
以
来
の
論
争
黙
に
立
ち
田町
っ
て
解
明
を
要
す
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
五
章
で
は
、
明
代
以
降
展
開
し
た
掘
削
西
微
高
地
の
棉
作
、
凹
地
の
桑
栽
培

に
つ

い
て
討
論
が
行
わ
れ
る
。

棉

|
安
二
毛
作
が
成
立
す
る
か
否
か
な
ど
、
若

干
の
見
解
の
針
立
が
み
ら
れ
る
が
、
本
章
に
は
と
り
た
て
て
封
立
黙
は
な
く
、

棉
作
等
へ
の
鶴
換
を
、
そ
れ
ぞ
れ
祉
曾
的
・
自
然
的
篠
件
か
ら
確
認
し
て
い

る。
以
上
の
紹
介
に
よ

っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ

て
、
従
来
中
園
史
に
お
い
て
或
る
種
通
設
的
地
位
を
占
め
て
い
た
皐
設
も
し
く

は
歴
史
像
は
、
重
要
な
修
正
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
農
民
平
者
と
歴
史
間
学

者
の
閲
で
一
致
を
み
る
に
到
ら
な
か
っ
た
論
黙
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
再
考
を

文
献
史
相
手
研
究
者
は
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
の
大
き
な

成
果
で
あ
り
、
本
格
的
な
質
誼
に
よ
っ
て
確
定
が
婆
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
翻
っ
て
考
え
る
に
、
中
園
を
直
接
の
研
究
封
象
と
し
な
い
フ
ィ

ー
ル

ド
研
究
者
逮
に
よ
っ
て
、
か
く
も
容
易
に
通
読
の
一
角
を
解
鐙
さ
せ
ら
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
反
省
す
べ
き
黙
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
農
風
平
者
・
地
理
風
午
者
と
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の
遁
遇
、
か
か
く
も
新
鮮
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
戦
後
中
園
史
研
究
の
理
論
と
方
法

に
、
そ
の
根
擦
の
一
端
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
戦
後
歴
史
皐
の

一
つ
の
有
力
な
潮
流
で
あ
っ
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
的
理
解
に
基
く
史
的
唯
物
論
の

定
式
に
お
い
て
は
、
そ
の
生
成
の
歴
史
的
際
件
に
規
定
さ
れ
て
、
生
産
力
と
生

産
関
係
が
分
断
さ
れ
、
生
産
力
は
機
械
的
生
産
手
段
に
、
生
産
関
係
は
生
産
手

段
の
法
的
所
有
関
係
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
面
化
さ
れ
た
(
中
園
史
研
究
合
編
『
中

園
史
像
の
再
構
成
』
線
論
第
一
一
章
参
照
〉
。
そ
こ
で
は
、
生
産
者
と
生
産
手
段

の
結
合
の
あ
り
方
、
即
ち
人
と
自
然
と
の
物
質
的
代
謝
関
係
と
は
切
り
離
さ
れ

た
、
人
と
人
と
の
関
係
だ
け
が
、
歴
史
皐
の
研
究
封
象
と
さ
れ
勝
ち
で
あ
っ

た
。
生
産
力
が

「生
産
関
係
」
と
の
開
り
で
中
園
史
研
究
の
組
上
に
登
る
時
に

も
、
生
産
力
の
あ
り
方
に
規
定
さ
れ
た
人
と
物
の
結
合
形
態
と
い
う
媒
介
を
依

い
て
い
る
た
め
、
「
多
毛
作
化
」
「
耕
地
の
繍
大
」「
商
品
生
産
の
設
展
」
等
が
、

「均
悶
農
民
の
分
解
」
や

「佃
戸
の
自
立
化
」
に
、
無
媒
介
に
結
び
つ
け
ら
れ

る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
極
言
す
れ
ば
、
生
産
力
論
・
生
産
様
式
論
は
、
構
造
的

で
あ
る
必
要
も
な
か

っ
た
し
、
重
要
で
も
な
か

っ
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
の
定
式
は
ま
た
、
高
橋
昌
明
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う

に

(
「
日
本
中
世
農
業
生
産
力
水
準
再
評
債
の
一
視
角
」
『新
し
い
歴
史
翠
の
た

め
に
』
一
四
八
)
、
生
産
力
の
構
成
要
素
か
ら
傍
働
針
象
を
除
外
し
、
州
労
働
手

段
の
な
か
か
ら
は
生
産
の
脈
管
系
統
を
除
外
し
て
、
生
産
の
筋
骨
系
統

・
即
ち

道
具
や
機
械
と
い
う
州
労
働
用
具
に
限
定
し
、
生
産
力
を
州労
働
力
と
州
労
働
用
具
に

限
定
し
た
。
州
労
働
封
象
と
し
て
の
土
地
や
作
物
、
労
働
手
段
と
し
て
の
土
地
や

水
や
肥
料
な
ど
は
、
首
然
生
産
力
の
構
成
要
素
か
ら
は
除
外
さ
れ
た
。
水
利
研

究
が
、
し
ば
し
ば
水
利
の
た
め
の
労
働
力
負
婚
の
あ
り
方
を
通
じ
て
地
主
佃
戸

関
係
を
分
析
す
る
手
段
と
な
っ
た
の
も
、
首
然
で
あ
っ

た
。
天
野
元
之
助
氏

・

周
藤
吉
之
氏
ら
の
研
究
は
、
取
り
あ
げ
ら
れ
た
生
産
力
諸
要
素
の
豊
富
さ
の
面

に
お
い
て
、
極
め
て
先
短
的
な
成
果
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う。

こ
う
し
た
研
究
史
に
照
し
て
み
て
、
水
・
土
地

・
品
種
な
ど
と
い
っ
た
傍
働

針
象
や
第
働
手
段
が
、
生
産
力
の
構
成
要
素
と
し
て
評
債
さ
れ
、
相
互
の
有
機

的
関
連
の
も
と
に
、
各
々
の
歴
史
的
時
代
に
お
け
る
農
耕
方
式
の
中
に
位
置寸つ

け
る
討
論
が
、
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
お
い
て
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
人
と
自
然
の

結
合
関
係
の
歴
史
的
設
展
に
つ
い
て
の
理
解
を
豊
富
化

・
具
値
化
し
、
ひ
い

て

は
生
産
様
式
全
慢
の
理
解
を
深
め
る
上
で
、
重
要
な
足
が
か
り
を
奥
え
る
も
の

と
言
え
よ
う
。

勿
論
、
長
江
デ
ル
タ
の
農
業
技
術
設
展
を
理
解
す
る
の
に
、
東
南
ア
ジ
ア
デ

ル
タ
の
農
業
技
術
を
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
る
こ
と
は
、
自
然
的
保
件
の
差
か
ら

し
て
も
無
理
が
あ
る
。
こ
れ
は
討
論
の
中
で
も
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い

る。

ま
た
歴
史
的
に
み
て
も
、
東
南
ア
ジ
ア
デ
ル
タ
の
開
設
は
、
一帝
園
主
義
段

階
に
到
達
し
、
植
民
地

・
牢
植
民
地
的
従
属
に
組
み
込
ま
れ
て
以
降
、
本
格
的

に
推
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
で
の
技
術
も
開
設
プ

ロ
セ
ス
も
、
本

質
的
に
は
近
代
的
現
象
で
あ
る
。
二
千
数
百
年
に
及
ぶ
小
経
営
生
産
様
式
の
設

展
史
を
持
ち
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
た
専
制
園
家
の
下
で
、
小
経
営
に
よ
る
多
量

の
州
労
働
力
の
先
行
投
資
が
な
さ
れ
て
き
た
中
閣
と
は
、
質
的
な
相
違
が
あ
ろ

う
。
更
に
、
「
事
象
の
個
別
性
に
拘
泥
し
て
、
む
し
ろ
多
様
な
環
境
に
各
時
代

ご
と
の
祉
舎
が
ど
の
よ
う
に
遁
臨
隠
し
て
い
く
の
か
と
い
う
黙
を
重
視
」
し
、

「稲
作
は
多
様
な
も
の
で
す
か
ら
、

一
般
的
な
設
展
法
則
を
定
立
す
る
こ
と
は

本
来
無
理
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
に
立
つ
生
態
同
学
者
の
見
解
が
、
生
産
様
式
の

設
展
過
程
を
各
地
域
に
即
し
て
再
構
成
し
つ
つ
、
支
配
的
で
先
進
的
な
生
産
関

係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
歴
史
皐
に
、
そ
の
ま
ま
流
用
で
き
な
い
こ
と
も

言
う
ま
で
も
な
い
。

本
書
に
お
け
る
農
間
学
者
逮
の
提
起
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

多
様
な
農
耕
方
式
と
そ
れ
を
構
成
す
る
生
産
力
諸
要
素
を
、
歴
史
具
盤
的
に
確
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認
し
、
歴
史
的
に
組
み
直
し
て
い
く
作
業
の
責
任
は
、
掛
田
然
歴
史
皐
研
究
者
の

側
に
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
作
業
は
、
文
献
に
よ
っ
て
果
し
て
可
能
な
の
か
、
と
い
う
疑
問

が
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
席
上
、
し
ば
し
ば
歴
史
皐
者
の
側
か
ら
愛
せ
ら
れ
て

い
る
。
時
に
は
「
文
献
を
相
手
に
歴
史
準
な
る
も
の
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
」

と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。
初
皐
の
私
に
は
文
献
の
限
界
を
定
か
に
論
じ
得
な
い

が
、
文
献
史
民
平
に
そ
の
固
有
の
役
割
り
を
認
め
る
以
上
、
ま
ず
聞
い
直
す
べ
き

は
、
文
献
そ
の
も
の
の
理
解
と
-
評
債
が
果
し
て
正
蛍
で
あ
っ
た
か
否
か
で
あ
ろ

う
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
口
頭
渡
表
と
い
う
性
格
上
か
ら
止
む
を
得
な
い

面
も
あ
ろ
う
が
、
文
献
史
間
半
の
報
告
に
お
け
る
文
献
上
の
疑
問
が
、
ま
ま
見
受

け
ら
れ
る
。
宋
代
を
遁
じ
て
江
東
の
坪
田
が
安
定
し
て
い
た
こ
と
を
賃
設
す
る

に
は
、
『
宋
舎
要
輯
稿
』
と

『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
を
封
比
さ
せ
る
方
法
は

不
適
蛍
で
あ
り
、
針
比
の
結
果
は
坪
田
造
成
の
意
義
の
少
な
か
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
な
ど
、
そ
の
幾
つ
か
は
既
に
中
園
史
以
外
の
妥
言
者
に
よ
っ
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
こ
の
紹
介
で
取
り
あ
げ
た
主
要
な
論
争
貼
に
直
接
関

る
文
献
上
の
疑
問
の
中
か
ら
、
一
二
を
あ
げ
て
結
び
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

J

九。
第
一
章
で
『
史
記
』
貨
殖
列
俸
の
記
事
が
、
「
楚
越
の
地
は
火
耕
し
て
水
縛

す
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
(
九
頁
〉
。
し
か
し
原
文
は
、
楚
越
の
各
地
に
お
け

る
多
様
な
習
俗
を
述
べ
た
後
、
「
徳
之
。
楚
越
之
地
。
地
庚
人
希
。
飯
稲
美
魚
。

或
火
耕
而
水
帽
柄
。
」
と
言
う
。
少
な
く
と
も
こ
の
史
料
は
、
紹
介
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
楚
越
の
地
が

一
般
に
火
耕

・
水
鋳
を
行
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
。
「
或
い
は
」
火
耕
・
水
縛
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

火
耕
水
縛
以
外
の
農
法
が
一
般
的
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
、
火
耕
水
縛
の
史

料
そ
の
も
の
が
示
唆
し
て
い
る
。

第
一
ニ
章
で
は
、
「
陳
募
の
『
農
書
』
上
の
『
耕
縛
之
宜
篇
』
の
第
二
お
よ
び
第

一
一
一
に
よ
れ
ば
、
坪
田
・
園
田
の
な
か
に
は
蛍
時
あ
き
ら
か
に
二
毛
作
が
展
開
さ

れ
て
い
る
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
(
七
四
頁
〉
。
こ
れ
が
地
勢
之
宜
篇
第
二
と

耕
縛
之
宜
篇
第
三
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
な
ら
、
そ
こ
で
二
毛
作

を
讃
み
取
り
得
る
の
は
、
耕
縛
之
宜
第
三
の
「
早
田
」
の
部
分
だ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
坪
田
・
園
田
で
あ
る
こ
と
は
果
し
て
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
少

な
く
と
も
凹
地
で
あ
る
「
卒
阪
易
野
」
は
、
多
期
も
積
水
し
、
春
濁
に
よ
っ
て

地
力
が
再
生
産
さ
れ
る
よ
う
な
土
地
で
あ
る
と
、
同
じ
耕
縛
之
宜
篇
で
陳
募
は

言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宋
代
漸
西
の
生
産
力
水
準
の
理
解
に
関
る
問
題
で
あ

る。
自
然
科
皐
者
と
歴
史
皐
者
に
よ
る
、
古
代
か
ら
近
代
に
及
ぶ
康
範
な
皐
際
的

討
論
ゆ
え
に
、
紹
介
者
の
無
知
に
よ
る
誤
解
が
多
々
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐

れ
て
い
る
。
ま
た
錯
綜
し
・
拙
炭
化
愛
展
す
る
論
旨
を
簡
略
化
し
た
た
め
、
内
容

の
豊
富
さ
を
俸
え
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
思
う
。
い
ず
れ
も
ど
う
か
御
海
容
願

い
た
い
。
本
書
各
一
寧
の
冒
頭
に
は
、
編
者
に
よ
る
明
快
な
要
約
が
附
さ
れ
て
お

り
、
本
書
を
大
務
調
み
や
す
い
も
の
に
し
て
い
る
。
豊
か
な
論
黙
は
直
接
お
讃

み
に
な
る
こ
と
を
お
奨
め
し
て
、
拙
い
紹
介
の
筆
を
欄
き
た
い
。

な
お
本
稿
は
、
八
四
年
夏
の
中
園
史
研
究
禽
に
お
け
る
討
論
を
参
考
に
し

て
、
足
立
の
責
任
に
お
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
四
年
四
月
東
京
日
本
放
迭
出
版
協
曾

A
五

版

三

O
七
頁
三
人

O
O園
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